
受講方法
① ホームページよりオンライン登録
② 添付の申し込み用紙に記入の上、FAXまたは郵送
申し込み用紙はホームページ
からもダウンロードできます 日本離床学会 検 索検 索

日本離床学会
〒102-0073 東京都千代田区九段北1-2-12 プラーレルビル2F
ホームページ https://www.rishou.org/
TEL 03-3556-5585　FAX 03-6272-9683
Eメール jsea@rishou.org

お問い合わせ・お申込先

臨床を元気に！

※この講座および他のアドバンス講座の 2講座受講で、離床アドバイザー習得コースの理論コース 1単位を取得できます。

“何となく”のゴール設定から
　　　　　　　　抜け出す秘策とは

　離床したのは良いけれど、ただ起きているだけの「座りすぎ問題」が新たな課題となっています。そ
の原因は、離床が目的となっていて、患者さんの生活を見据えた「ゴール設定」ができていないこと。
ゴール設定は経験に基づいて曖昧に行ってはダメ。本講座では、ゴール設定に必要なアセスメント・申
し送りから、患者さんの興味・関心を引き出すテクニックまで、急性期から生活期まで使える系統的な
ゴール設定法を伝授します。さあ今こそ、何となくのゴール設定から抜け出してみませんか？

日　時：2020年

会　場：インターネット生ライヴ中継
講　師：森川 明 先生 （第二東和会病院）
対　象：看護師・PT・OT・ST （左記以外でも受講可）
受講料：会員 5,400円　一般 6,400円（税込）
　　　　　　　　　　　　　　※先着順　定員になり次第締切

11月1日 （日） 10:00～12:00

HP

日本離床学会
教育講座

講座コードR-53

日本離床学会
教育講座

講座コードR-53

難易度

見逃し受講期間
11月2日（月）～ 11月15日（日）

「離床させる」を「自ら起きる」に変える
　患者さんを中心としたのゴール設定の考え方

■ 最新情報に基づくゴール設定の考え方 ～回復のプロセスを明確化するメソッド～
■ ゴール設定だけではダメ！ ゴールが活きる申し送りの良い例悪い例
■ ADL・IADLに加えてアセスメントすべき3つのこと
■ 「自ら起きる」を引き出すコミュニケーション術　MFAとは
■ リーフレットを渡して終わりはNG！
　　　　　　　　　　再入院を防ぐベテランの退院指導とは
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臨床の「困った」に応えます！

新入会 会費無料


